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1.し な や か さ と直 線 的
 一定の道徳的価値を教えるために作られた多 くの道徳資料 と同様,民 話を道徳資料 とす
る場合でも,使 う側の意図を直線的に表 したものがよく使われる。例えば親孝行を教えた
いから,孝 行息子の話 というぐあいに。その際民話は,意 図のための話に変わ り,民 話と
しての しなやかさを失いがちである。それは民話 と道徳資料の双方にとってよくないと思
う。
 民話のしなやかさは,一 つの具体的な形 として,そ の多様性に現われている。そこで,
この論文では,民 話の多様性を授業にいかすことを考えてみたい。
 姥捨て話を例に取 り上げよう。次のような筋の話が広範に存する:息 子が親を山に捨て
にいったが連れ帰 り,隠 して養っていた,そ して難題が出された とき,親 の知恵で見事に
解いてみせた,そ の功により,晴 れて共に暮 らすことになった。佐賀,高 木瀬町,本 庄町
で語 られた話(り)は次のようなものである=息 子が老母を姥捨山に捨てにいったが,お まえが
帰れるように道 々柴を折っておいたと言われ,捨 て られない と連れ帰 り,床 下に穴を掘 っ
て隠 し養っていた。そうするうち,奉 行所から難題が持ち込まれた。その難題は ①灰で
縄をなう ②棒の根元 と先 とを区別する方法 ③蛇の雄 と雌の区別 ④象の重 さを計 る方
法,そ のほか独自に加えたり他の話の部分が加わったものとして ⑤節のない竹 ⑥魚の
名前を問う,で ある。これらを老人の知恵で見事に切 り抜け,殿 様が改心 し,年 寄 りを捨
てる規則ないし習慣は改められ,褒 美をもらう。
 柳田國男によればこの話の祖型はイソ ドの話であるが,日 本の話であると思われるくら
い方 々に語 り伝えられている。息子に課された難題で有名なのは ⑦七曲が りの玉に紐を
通せ,で あり,⑧ よく似た馬の親子を区別する方法を問 うものもあるという( )(ラ)。
 物語の冒頭,い ったん老母を捨てに行 くが連れて戻る部分は欠けている場合もあるし,
この部分が独立 して伝えられている場合 もある。そ して,問 題 とその解決は,先 に列挙 し
たような種類がある。難題を持ち込むのは,佐 賀の話の場合,奉 行所の役人または殿様で
ある。難題 は村に課せられ,名 主以下知恵を絞るがだれもわからない,あ るいは難題を解
いた者に褒美をやるとのおふれがでた,と の設定である。なぜそのような難題を城下や村
々に尋ね回ったかについて,佐 賀の話は説明しないが,城 主あるいは王が,敵 国から難題
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を解 くべしと政治的に試されるとの話がもとの形に近いようである。国を救った手柄への
褒美 という方が,難 題を解 く必然性 と成功の大 きさがうま く描けると思う。佐賀の話では,
褒美の部分が薄れているか,消 えている。 もう一つは,姥 捨てが規則であったのを改めた
との話で終わる,そ の場合,城 主が己の非を認めて改心 した との,下 が上を諫める設定 も
ある。
 この物語は基本的には,二 つの部分に分けることができよう。一つは親孝行話,も う一
つは知恵話である。それぞれ別の要素である。語 り手 と聴き手の関わ りのなかでは,二 つ
が しなやかに絡み合う:親 捨てという人を驚かす切 り出 しで聞き手の注意を引き,引(3))いた
興味を謎解 きの面白さでつなぎながら,聴 き手である子 どもにはひょい とは解けぬ謎を解
いてみせる老人の存在意義を誇示 し,褒美によって親孝行の現実的利益をも示唆 しなが ら,
親孝行はするものだと諭す 一 語 り手 と聴 き手の心理ゲームのなかで,親 孝行話はそのよ
うな意味をもつだろう。子 どもが感心 して耳を傾けるほ どに,語 り手である老人(4))は得意に
なる。「村で昔話の上手 と言われる老人などが,お どけまじりにこの話をして,だ か ら年
寄 りは大事にせねばならぬとい うことだな どと,気 軽に笑っていた様子が,目 に見えるよ
うな気がする」。子(らラ)どもにとってこの話は,謎 解きの面白さに,孝 行の要請がかぶさって
いる。
 老人は自らも楽 しみながら語ったであろ う。これに対 し,道 徳的価値のための資料に変
えるとなると,授 業者は,孝 行話の筋だけに純化 しようと真面 目になる。 目標に早 くたど
り着 こうとする構えから見ると,「父母,祖 父母を敬愛」するとい う目(6))指す価値以外の要
素は,不 純物である。 この構えの許で資料は,目 指す価値を直線的に児童生徒に伝えるた
めに有効な手段でなければならない とされる。
 父母,祖 父母を敬愛する,を 最も直線的に伝えるのは,敬 愛せよ,と いう命令である。
道徳資料は往々に して命令を浸透させるための手だてに堕する。授業時間を気にして,洗
練された形の命令を最後にくだ して しまう授業者 も多い。父母,祖 父母を敬愛 しなさい と
教えてお くことは必要であり,父 母の期待で もある,悪 かろうはずがないと授業者が考 え
ると,命 令伝達調授業の正当性も高まる気がするのだろう。
 道徳資料を構成する際に,資 料で,父 母,祖 父母を敬愛することが大事だと児童生徒が
思 うにはどう資料の話を運べばよいか,と 教師は考えがちであろう。なぜ敬愛するのか理
由が必要だ,敬 愛 した場合にはいいことがある,気 持ちがいいなどの動機づけが必要だ,
封建的人間関係を学校が推奨 しているかのような資料はまずい,時 間内に目指す価値 まで
到達 し,な おかつ実践への動機づけをするための時間を終末に確保 しておかなければなら





みに出たとき,児 童生徒は答が出た もの と考え,心 の中ではそこで授業を終わ りにする。
あるいは,児 童生徒は教師が組み立てた授業展開という道徳的価値についての論証をフォ
ロー して終わる,そ ういうことになりかねない。





値に向けた体験の発表,実 践に向けた動機づけを,子 どもたちの気分(8))よりも強 く求め,授
業の手綱を強 く引いて しま うと,引 き出 してしまうのは,為 に捜 し出した経験,教 師の意
図にあわせた体験談であろう。余韻を残す授(9))業は,経 験を再構成する視点と気分が後に残
るという意味が大きい。
 姥捨てと難問解決の物語で,難 問の方は,答 がわかってしまった時点でそれまでの知的
興奮が消える。(例 えば,灰 で縄 をな うは,縄 を灰にするや り方で解決 し,棒 の根元の方
が水に沈み込む,な い し川下になる。)し かし,老 人に対 して子 どもが感 じた存在感の方
は じわりと残るものならば,民 話の方がうまい。直線的であることに焦るほど,余 韻は消
えるのではないかと思う。
2.他 と異 な る こ と
 道徳授業に討論を組み入れる場合でも,目 指す価値へと手綱を引きしめるような言葉の
集約や,授 業計画にあう言葉の拾いだ しは,思 考を浅 くする。む しろ多様な表現や意見が
求められる。それも,異 なる視点のものが,授 業者 としては扱いに くいだろうが,思 考を深
くする。他と異なることが許容されな くては一人ひとりの思考や感 じ方が表現される場は
成 り立たず,多 様性な くしては討論の場は成立 しない。賛否相半ばするのか,ど う振 り分
けるのかばかりを気にしては,他 と異なる意見を落 とす。一人の意見を落 とすこと,例 え
ばわかりません,をそのまま放置することは,その子 どもを授業か ら落 とすことにつながる。
 民話の場合,語 り手は,一 人ない し少人数を相手にする。力をいれずに声が届 く範囲,
一人ひとりの反応に語 り手が即応できる範囲である。民話は,聴 かれなければ語 られない。
聴かれるように語 られる,と いっても過言ではあるまい。その結果,広 がった話ほど多様
なバリエーシ ョソを残 している。民話における賛否や解決法の違いは,ク ラスという同質
的な集団の中で,道 徳的な教訓があるはずだと皆が構えた中で,授 業の枠組に合わせた道
徳授業の論議より,多 様であることが多い。
 そこで,民 話のバ リエーシ ョソを道徳授業における意見の多様性の典型として活用する
授業も計画されていい。
 この授業の場合,資 料は一つにはまとまらな くていい。複数の資料を使うこともある。
例えば次のような資料構成が考えられる。一つには,話 の基本形,あ るいは,共 通の前提
となる資料。さらに,バ リエーシ ョンを示すい くつかの資料。あとは,オ ープソエソ ドで
終わる,あ るいは,討 論の流れのなかで落ち着 くところを探す,教 師の側でのまとめを試
みる,な いし,一 つのまとめとしての資料を提示する,と いうことが考えられよう。第一
の話の提示後,意 見の拡散を恐れず,あ るいはい くつかの民話のバ リエーショソを示 して,
子どもたちに多様な話の創作(記 述される必要はない,グ ループでの共同創作や物語るこ
との試みもいい)を 求めるのもおもしろいだろう。
 本論文では,道 徳授業の資料の扱い方の可能性を広げる具体的な素材として,以 下の話
を掲げる。詳細な授業計画案や話 自体の考察は記さない。以下の 「屍ふ り嫁」の話は,各
々独立 して語 られたものの再話である。全体の構成は,第 一話が,問 題提起,第 二話 と三
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話が,多 様性のうちの二つの型,第 四話が,一 つの解決,と して扱えるように並べた。
 実際に授業で使 う場合には,い つもと違 う授業であることの強調から始める必要があろ
う。児童が直線的な道徳の授業に対する構えのままでいる場合,う まく進行 しにくいであ
ろうから。いつもとの違いを具体的に示すために,机 を取 り除いた り,椅子の配置をグルー
プ毎にするなどの工夫を要する。民話であることの説明,場 合によっては授業の進め方を
予め説明 してお く方法もある。話は,担 任教師による語 り聞かせ(必 要な ら後に資料配布),
が望ましい。第一話の後,そ の後に起 りうる事態へ と児童の手でス トー リーを続けてみる
など,他 とち ょっと違った嫁 とどう付き合 うかを考えさせる。その後(必 要なら型 として
それ以前に),第 二話および第三話を示す。バ リエーシ ョソ豊かにさまざまな解決が出て
きたところで,第 四話を提示する,と い う流れが考えられよう。
 この資料による授業では,① 対話的な関係が問題解決の基礎であること,② ひとつの特
異性 とどうつき合 うか,が 焦点になろう。
 (1)民話を楽 しむ,(2)多 様に考えてみる,(3)各 人ひとつは納得できる解決を見いだすこ
とができれば,民話の多様な展開を思考の多様性として生かす試みの意義が認められよう。
3.ひ とつ の 資 料
(第一 話)
む か し。
仲 人 さ ん が,嫁 さん の 相 談 に い っ た。
と ころ が この 嫁 さん,
「わ た しゃ,ど う して もいけ ま せ ん。」 と断 わ る。
「ど う して か な 。」 と仲 人 さ ん は た ず ね る。
「わ た しゃ,一 日十 回,へ をふ りま す もん。」
「そ いで も よか 。」 と,仲 人 さ ん は 嫁 に もろ うて い った 。
嫁 さ ん は が まん して いた 。 十 日 もが ま ん した。 そ れ で嫁 さ ん の腹 は,大 き くふ くれ て しま
った。
む ごさ ん は 言 った 。
「どが あん し ょ う もな か,こ が あん腹 の ふ くれ て。」
「そ いな ら,へ をふ っ て よか。」
む ごさ ん は ゆ る した 。
む こ さん は,嫁 さ ん の忠 告 に した が って,柱 に だ きつ い た 。
嫁 さ ん が ど どっ とへ を ふ っ た。
む ご さん は とな りの 屋 根 の うえ ま で飛 ば さ れ て,
「助 け て くれ 。」 と叫 ん で お った と。
そ い ば っ き ゃ あ。
(第 二 話)
む か し。
嫁 さん が き た。 嫁 さ ん は,大 きな へ を ふ った 。
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そ れ で カ キ の 実 が ぼ とぼ と落 ち た。
そ れ で む ごさ ん は とな りの屋 根 の うえ ま で飛 ば さ れ た。
む ごさ ん は び っ くり して 言 った,
「せ っか く,き て もろ た ば って ん …」
そ れ で 別 れ て しも うた と。
そ い ば っ きあ。
(第 三 話)
む か し。
嫁 さ ん が お った 。 あ る 日,嫁 さ ん は 大 きな へ を ふ っ た。
む ご さん は お どろ い た 。
次 の 日,カ キ ち ぎ り じゃ った 。 嫁 さん は 言 った。
「これ くらい な 柿 は,わ た しゃへ で ち ぎ りま す」
嫁 さん が 大 きな へ を ふ る と,カ キ の 実 が ぼ とぼ と落 ち た。
また 次 の 日,む ごさ ん が,に ぐる まに 米 俵 を積 ん で,へ っ こ らへ っ こ ら坂 を登 って お った 。
「助 け ま し ょ。」 と嫁 さ ん は大 きな へ を ふ った 。 車 は つ るつ る登 って 行 った 。
「ほ ん に,よ か 嫁 じゃ。」 と,む ご さ ん は喜 ん だ と。
そ い ば っ き ゃ あ。
(第四 話)
む か し。
い い嫁 さん が お った が,へ の 大 きい の だ け は,あ きれ られ て し も うた 。
た なの 上 の 物 は,ぱ た ぱ た 倒 れ る し,か べ の どう も,ぼ ろ ぼ ろ に な った 。
む ご さん は 言 った 。
「よか 嫁 じゃが,こ が ん へ の 太 う して は,ど う もな らん。」
嫁 さん は,ふ ろ しき包 み 一 つ も って とぼ とぼ 実 家 へ も ど って い った 。
とち ゅ うで 村 の 者 が 綿 を つ ん で お った 。
「へ ば ふ って,落 と しま し ょ。」
嫁 さん が 大 き く一 発 ふ る と,綿 は ふ わ ふ わ ふ き よせ られ た 。
村 の 者 は 喜 ん で,嫁 さ ん に 綿 を た くさん くれ た。
また とち ゅ うで 馬 車 引 きが,米 俵 を た くさん 積 ん で くろ う して お った 。
「助 け ま し ょ。」
嫁 さん が 大 きな へ を ふ る と馬 車 は とこ とこ進 ん で 行 った。
馬 車 引 きは 喜 ん で,嫁 さん に 米 一 俵 くれ た 。
さ て嫁 さん は,世 話 に な った と,む ご さん に綿 と米 を と どけ た 。
む ご さん は 言 った。
「ほ ん にお まえ は よか 嫁 じゃ った 。 へ ぐ りゃふ って よか け ん,ま た お って くい ござ い。
そ ん かわ り,場 所 ば 決 む っ。 部 屋 ば つ くっけ ん,そ こで して くい ろ 。」
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へ を ふ る部 屋 もで きて,二 人 また な か よ く暮 ら した と。
そ い ば っ き ゃあ 。
(神園右左次 再話)
(註)
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 な く賛 美 され る こ ともな く,ひ たす ら横 行 す るだけ だ,暴 力 が あ らゆ る社会 的領 域 に浸透 して いる こ とを
 明 らか に し,結 局暴 力 は,そ れ を行 使 し,そ れ に悩 ま され,魅 せ られ る人 間 に帰せ られ る,と 普 遍的 な人
 間 の問 題 に還 元 して い る(小 川 真一 訳,『 首 を はね ろ! メルヘ ソ の中 の暴 力』,1989,8頁)。 その ほ か
 に,し か し,直 接 的 な姥捨 て や首 をは ね る事態 を見 る こ とが 希 にな った ときに,語 り手 が,聴 き手 との 関
 わ りで 注意 を 引 く意 味 で,暴 力の描 写 を持 ち出 す こ とは あ る。 異様 さで耳 目を集め る こ とは,フ リー クス
 的 な動 きで注意 を集め よ うとす るか に見 える歌手 の 身振 りにお いて もな お現存 す る。
4)物 語 るこ とが で きる とい うこ とは,大 いに尊重 され る こ とで も あ りうる。ヘ ア ー ・イ ンデ ィア ンの世 界
 では,冬,や む をえ ぬ場 合,年 老 いた者 は 事態 を悟 り,生 き延 び るための キ ャ ソプの移 動 に参 加せ ず残 る
 (残 され る)こ とが あっ たが,「 そ の老 人 が強 い シ ャー マ ソだ った り,お 話の 語 り部 と して の特 技 を もっ
 てい れば 話は 別 であ?た 」 とい う。(原 ひろ子,『 ヘ ヤー ・イン デ ィアソ とそ の世 界』,1989,186頁)。
5)柳 田國 男,前 掲 書,36頁 。
6)文 部 省,「 小学 校 指導 書 道 徳 編」,31頁 。
7)教 育 の 全体 の課 題 を,道 徳性 にお いた(cf. Uber die龝thetische Darstellung der Welt als das Haupt-
gesch稠t der Erziehung,の 冒 頭参 照。 hrsg. Walter Asmus, JOHANN FRIEDRICH HERBART
p稘agogische Schriften Bd.1,1964, S.105)ヘ ル バル トが世 界 を美 的 に提 示 す る こ とを教 育 の中心 に置い
 た ときに 用 いた用 語 が 「提 示」 で あ った こ とは,こ の重 要性 を物 語 って い る。
8)気 分 とい う語 は否定 的 に受 け取 られ るこ とが多 いが,人 の基 本的 な構 えで あ る とい う意 味 では,重 要 で
 あ る。
9)感 動 を,と 言 われ る こ ともあ るが,こ れには 授業 の場 に限 定 され た気分 の 高揚 も含 む,ま た経験 の 再構
 成 を促す 視点 が 保持 され る場 合 も含 まれ る。場 合 に よって は,児 童 生徒 がの っ た授業 で あ った こ と,教 師
 の思 惑 どお りスムー ズ に授業 が進 ん だ こ とへ の感動 も包含 しかね ず,感 動 が視点 の保 持 につ なが る とは限
 らない。 当然 興奮 とは 区別 され るべ きで あ る。
10)「 屍 ふ り嫁 」 に つい ての註
 第 一 話 か ら第 四話 まで お もに佐 賀市 教育 委 員会 編rさ がの 民話 』,1976,の 中 の 「厩ふ り嫁 」 を参 考 に,
同 系 の他 の話 の部 分 を取 り込 んだ り しな が ら再話 された 。「そい ば っ きゃあ」 は,物 語 を終 らせ,子 どもた
ちを現 実 に返 す効 果 を もって い る。 同 様の 言 い方 に,そ い ば っ きゃ,そ いば あ っ きゃあ,そ いば あ っ きゃ,
が ある。 またr諸 富の 民話 』(宮 地武 彦,佐 賀 県立 佐 賀東高 等学 校 郷土研 究部,1979)に は,前 記 の ほ かに,
そい ば あっけ え,そ いば あっ きゃ あ くさんた あ,そ いば あっ き ゃち ゅ うた あ,そ い ば あっか い,そ いば かい,
等 の バ リエー シ ョンが採 録 され てい る。
(1990年10月31日 受 理)
